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援護企業の OR活動物(新シリーズ)

中部電力(株)における OR活動

榎本久徳
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1. OR活動の流れ

電気事業は国の基幹的なエネルギー産業として，地域

独占という形態で事業を行なっているが，従来から「効

率経営j を主要な経営課題としてかかげ，これに積極的

にとりくんできた.

当社においても，設備の建設や運用の最適化について

各部門でとりくんでいたが，昭和35年に企画室能率担当

グループ内にOR組織が誕生し，専従者が配員された.

当初は，手法の知識に乏しく，社内の認識は低く，コン

ピュータも現在のパソコン以下の性能ではあったが，担

当者の情熱はすさまじく，さながら武者修業者のごとく

テーマを求めでは積極的に他部門へアタックし，腕を磨

き，講習会を開いたりして顔を売って歩いた.こうして

1 件 2 件と実績を積んでいくにつれて社内の認識は高

まり，要員も増員され，黙っていても依頼が舞い込むよ

うになった.

OR グループが発足以来すでに四半世紀が過ぎたが，

この間，企画，経理，労務，資材，営業，配電，水力，

火力，原子力，工務等社内の主要部門全般にわたり 100

件を越える諸問題を取り扱い大きな成果をあげてきた.

電気事業は代表的な設備産業である.ちなみに当社の

保有する固定資産総額は58年度末で 2 兆 6 千億円にも

のぼっている.したがって設備への適切な投資とその運

用は最も重要な課題の 1 つである.OR活動の初期はち

ょうど，高度成長時代の揺らん期に当り，それを反映し

て発電電力量や最大電力は毎年 2 桁の伸び率を示すほど

増大し，発電，送電，変電，配電用の設備をいっ，どこ

へ，どのくらいの規模のものを建設し，どう運用したら

よ L 、かという，まさにOR向けのテーマにとりくむこと

ができた.

昭和40年代に入り，公害問題の発生，住民意識の高ま

えのもと ひきのり 中部電力暢情報システム部
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りとともに設備建設はなかなか計画どおりにはたちゆか

なくなり，制約ばかり増え，きわめて狭い解領域の中か

ら最適解を求める単純なものが多くなった.逆にかぎら

れた設備の中で運用をL、かに上手に行なうかといったタ

イプの問題が増えてきた.たとえば， rPERT による火

力発電所の点検計画J r配給センター運用のシミュレー

ション J r馬瀬川ロックフィルダムの盛立てシミュレー

ション J r電子計算機の稼動シミュレーション j 等であ

る.

昭和50年代に入ると，それまで単発的だったテーマに

代ってシステムとして継続して実施されるタイプのもの

が増えてきた.したがってOR担当者は，従来のように

各主管部門で発生した問題についてデータを集めて分析

し，モデルを作って解いて終りとし、うわけにはL 、かず，

各部門の計画的な業務(たとえば. r需要想定システム j

「要員計画システム J r配電予算計画システム J r短期需

給計画システム J r ロードカーブ(電力負荷曲線)システ

ム j 等)をコンピュータシステム化する仕事が増え，そ

れにともない後々までメンテナンスがついてまわり，そ

のためにかなりのマンパワーをとられるようになってき

ている.

2. OR グループの組織上の位置づけと

要員

OR グループは発足当初企画室に所属した.その後電

算部署が企画室の所属から l つの部として独立するにつ

れOR グループもその所属となり現在にいたっている.

現在「情報システム部技術、ンステム課J にラ名の担当者

が専従で配属されている.このほか，約15名がかつてO

R グループに在籍した.彼らの出身部門は，電気 8 名，

数学 4 名，経済 3 名， p'十数 2 名，通信 2 名，その他で，

平均の在年数は 5-6 年である.
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3. 事例紹介

OR グループが最近とり扱ったテーマおよび過去にと

り扱った代表的なテーマについてその概要を紹介する.

3.1 短期冊給計蘭システム

短期需給計画は，電力の安定した需給および電源の経

済的な運用を目的として中央給電指令所で作成してい

る.これには月間計画と週間計画とがある.

月間計画ではカ月先までの天候，気温，流量，需

要動向等の予測のもとに月間の貯水池運用計画，火力発

電計画，燃料計画，週間計画の基礎資料を作成する.

週間計画では，さらに詳細な予測(たとえば 1 日ごと

の午前ピーク負荷，午後のピーク負荷，オフピーク負

荷，深夜負荷等)を入力して，揚水運用，火力発電機の

起動・停止をも考慮した経済運用計画を作成する.

このシステムは中央給電指令所に設置されている自動

給電用のコンピュータから大型汎用計算機へデータリン

クを行なL、，実績分析計算，負荷予想計算， ELD計

算[ 1 J，需給計画計算，潮流計算等を行なう.

3.2 配電予算計画システム

一般に，電気は発電所で作られ，送電線によって変電

所へ運ばれ，そこで電圧を下げられて配電線を伝わって

各家庭まで運ばれる.その過程では使われる電柱，配電

線，柱上変圧器，がL、し等を配電設備と呼んでいる.こ

れら配電設備に対しては，需要増加，供給信頼度向上，

支障，事故等にともなう新増設，移設，改修等のために

毎年多額の投資がなされている.

このシステムは，配電の投資計画の策定や工事予算の

編成にさいし，既設の設備レベル，過去の工事実績，需

要予測の結果等をもとに工事種別ごとの工事費，資材量，

工事費の予測や供給信頼度，設備稼動率等工事執行後の

効果までを予測する会話形のシステムである.工事数や

投資効果の予測には経験と実績データをもとにモデル式

と係数を当てはめている.

このシステムにより，複数の投資案について効果を推

定比較したり，企画や経理部門から予算規模の変更要請

があった場合の影響度合，支店社関の投資レベル差等を

短期間で求めることができる.

3.3 馬瀬川口・y クフィルダム盛立シミュレー

ション[2J

ロックフィルダムは，岩石を積み上げて造られたダム

である.積み上げる岩石は粒度によって層分けされ，内

側からコア，フィルター， トランジション， ロックの!願

に粒度が粗くなっている.積上げは各層ごとに 15cm-2

mの厚さを単位として進められる.コア層については，
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盛立て可能目が気温・降水量によって制限されるため，

天候の良い日にはできるだけ作業を進めたい.しかし隣

の層と高さの差ができすぎると作業ができなくなる.ま

た，材料の作成(近くの山から採石する)も行なわなけ

ればならない.そこで土木重機類(ダンプカー，ショベ

ル，プルドーザ}等)の種類，台数をどうしたら決めら

れた工期内で最も経済的に盛立てができるかを求めるた

めにシミュレーションモデルを作り，盛立て手JI頂，重機

種類，台数，天候をいろいろかえてシミュレーションを

行なった.

また，狭い場所での作業や，最も作業が穏較する日に

は重機類が待ち行列のせいで想定どおりの能力が発揮で

きなくなる恐れがある.そこで時々刻々の重機の動きを

GPSSを使ってシミュレートし，実際にその作業が可

能かどうかチェックした.

また，実際に工事がスタートした途中段階からでもそ

の状態を入力し以後のシミュレーションを行なL 、，完工

時期の予測，盛立手順変更の効果予測のためにも使用し

た.

4. その他

当社は， OR学会中部支部の設立当初からその中心的

メンパーとして，積極的に研究発表，役員派遣等活動を

行なってきた.そのおかげで，当地域の各大学，各種業

界の方々と大変友好的な関係ができ，単にOR研究の立

場からだけでなく，企業活動にとっても有益な関係が得

られた.これは予期せざるORの効用であった.

このほか，古い話ではあるが，全国 9 電力と電力中央

研究所のOR関係者が集まって，日本OR学会の研究部

会として「電力部会j を結成し 3 年にわたって研究会

を開催したこと，日本OR学会から昭和53年度実施賞を

受賞したことを付記して筆をおく.
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